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“太陽黒黒占に閉する通信”の中に，彼は大謄にも，宇宙原理に冷する卒直な慧

見を表明する態度を採ったが，之れこそは，彼が大侯の秘書ギンダ：Belisario

Vintaへ書き逡つた手紙にも述べた如く，彼の一生涯の蓮命を賭けたもので

あった．

　かのコペクニクの時代でさへ，其の新宇宙論と聖書の記事との間に或る矛盾

があると疑はれ，殊に此の疑ぴは，ブル1／Giordano　Brunoの反キリスト

教的な推論によって釜々濃厚になった．しかしながら，此の問題は，ガリレオ

が勇敢に世聞へ獲表し，樺威者たちに挑職するまでは，公けには議論されなか

ったものであった．尤も，ガリレオとても，決して始めから神學問題を引き起

す意志は無かったのであるけれど，一旦，議論が始まって見ると，ガリレオは

彼猫脚の猛烈な論法を以って戦ったがために，途には其の身邊に斎忌を來すま

でに至ったのであった．

　1613年十二月，カステリBenedetto　Castelliと倖ぶベネディクト涯の曾で，

當時，ピザ大虚の藪學の教授であった人が，ガリレオに一書を選って，大虚の

朝廷で，かつてガリレオ自身が招かれてコペルニク論を辮訳したことのある論

議の近況について書いた，元kヵステリはガリレオの親友であり，叉，弟子で

もあるので，此の手紙は極めて禮儀正しく，叉，立派なものであったと思はれ

た．ガリレオは，翻れに心して，’返書を認め，天然理學と聖書との關係につ

いての理論を述べ，　更に其の翌1614年，　トスカニ犬皮紐クリスチナ（Chris－

tina）殿下への書信にも此の論議を論いた．　ガリレオは此等の書信中に於い

て，軍に聖書の言葉を説明するのみに満足せす，進んで大謄にも聖書の中にコ

ペルニク読の肯定論があることを示さうと努ゆたが，之れは，少藪の學者たち

には新論と思はれたけれど，　多くの愚者にはむしろ読：癬と思はれた，かうし

て皆空が漸次やかましくなると共に，アリストテレτス振の人々を溶々刺激興

奮せしめ，途に，アドゴント祭後の第4日曜には新サンタマリヤ寺の講壇上か

らの問題となった．カッチニ教父（Padre　Caccini）が新天文學論を批難iしたこ

．とは，其の先輩たちによって暗く叱責されたけれど，　ロリ1二（LQrini）と

呼ぶトミニカン派の檜は，1615年；月5日，途にガリレオからカステリへ邊つ

た手紙を以って宗教裁判所に訴へるに至った’■（つ蝋〉
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　　　　　　　　　　　　事務罵だよ　り

☆ラングリ航室母艦撃沈され，星港陥落の報に皇軍の赫々たる職果を潜ふる

時，躍進理學日本の榮嬰を双眉に荷って1新しく悠久の天文學入門志望者の浩

息が春淺き琵琶湖畔の事務局の窓を日々賑はして居る．會員の分布を眺めて親

測陣の愈々堅實なる守を念じつ玉，簡輩乍ら會員分布圖を作って諸彦への奏の

報告としよう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　圖の読明：　◎印は200名
　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　禽、嵩毒麟盤露
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　　　　　　　　“プロペラの風なまぬるし南十字揺るN”

　知瓢翻象蔓販霜天女窺翼

藏の天文爲眞の調製に當って下さいました知新観象毫（清氷眞一氏経螢）より

從來の天丈鳥山は，同氏の多忙と材料の高縢等に依って，一先づ一・般への製作

を中止したき旨の報知がありましたから御諒承下さい．伺ほ在京小型のみ

（No．1－26）當事務局に残品三歎乍らあり，希望者に御頒ち致します．

　清水眞一氏の今日までの特別なる御厚意に封しまして會員諸氏とともに深甚

の感謝を捧げます．

　　　　　　　　　　　　天　堺　正　護　表

　　　　　　　　　　　の3分の1で，其の比率は會

　　　　　　　　　　　員と殆んど同様である．、各

　　　　　　　　　　　地にある皇軍勇士（冤會費）

　　　　　　　　　　　並びに米國，布畦，ブラジル，

　　　　　　　　　　　ペル1，南洋群島等にある

　　　　　　　　　　　密事は圖の製出上省略した．

　　　　　　　　　　　（ブラジルは⑯印，他は凡

　　　　　　　　　　　て○印に書するものである）
　　　　　　　　　ク　ル　ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐登見）
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